
 
 

          

 

 町立幼稚園・小・中学校では、「豊かな学び推進事業」として各園・学校に講

師を招いて、学校では「わかる授業づくり」のための研究、幼稚園では運動遊び

の研究を推進しています。 

 今年度は、川村小学校では横浜国立大学教育人間科学部 梅澤秋久准教授を、

三保小学校と山北中学校では横浜国立大学教育人間科学部 青山浩之教授を講師

に、教職員が授業研究会を行いました。各学校ともに、授業の様子を教職員が互

いに参観し、子どもたちの学力向上をめざした授業のあり方について協議をして

います。 

 幼稚園では、東海大学体育学部 知念嘉史准教授を講師に「運動あそび」の研究をしています。今年度は

保護者の方のご協力のもと、４・５歳児が一定期間 歩数計をつけたり、保護者アンケートをとったりして

園児の生活の様子を調査しました。その結果、幼稚園ではたくさん遊ぶことで体を十分に動かしている反面、

帰宅後は体をあまり動かしている様子が見られないことがわか

りました。 

12 月には岸幼稚園にボルダリングを設置しました。子どもた

ちは楽しそうに遊んでいます。健康な体は、十分に体を動かし

てしっかりと食事をすること、しっかりと睡眠をとることから

つくられます。このことから幼稚園では、体を動かしたくなる

環境づくりや楽しく体を動かす工夫を研究しています。                      

今後も、幼稚園・小・中学校では、子どもたちの健康な体つ

くりや学力向上をめざした取り組みを進めていきます。 

 

 

 

11 月 29 日(日) に、丹沢湖ハーフマラソン大会が 

開催されました。今年度の参加申し込み数は 4249 名 

で、当日は天候にも恵まれ、選手のみなさんはきれい 

に色づいた山々の紅葉を眺めながら走りました。  

この大会には、三保小学校の５年児童や山北高校の 

生徒がボランティアとして参加しました。走り終わっ 

た選手たちに飲み物やバナナを渡しながら、児童・ 

生徒が「お疲れさまでした。来年もぜひ参加してく 

ださい」と声をかけると、選手のみなさんが「ありが 

とう。来年も来るからね」と答えてくださるなど、多 

くの選手のみなさんと交流する場面が見られました。 

 三保小学校の校庭では、温かいしし汁をふるまう 

コーナーなど、三保地域の特産物などが並び、大勢の選手を迎えて、大変なにぎわいでした。選手のみなさ

んから、「毎年、しし汁を楽しみにしています。今年もとてもおいしかったです。」「走ったあとの体にし 
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みわたります。」などの言葉が聞かれました。 

 また、選手のみなさんが着替えを行った三保小学校の各教室には、三保小学校の児童からの応援メッセー

ジが掲示されており、競技が終わったあと、選手から三保小学校の児童にお礼のメッセージが書かれていま

した。５年生児童は、「『応援ありがとう。バナナもありがとう。これからもがんばって勉強してください』

と書かれていて、寒かったけれどがんばってよかったです。」と話していました。 

 

 

 12 月 6 日（日）に新潟産業大学経済学部 蓮池 薫 准教授を 

お招きして、「人権講演会」が開催されました。当日は約 460 名の 

方が来場されました。多目的ホールは開場と同時に満席となり、関

心の高さが感じられました。 

 講演後のアンケート用紙には、「テレビや新聞で見聞きしている

以上に北朝鮮での生活は生々しく、苦労の多かった様子に胸打たれ

ました」「蓮池さんのお話を聞いて、こんな人権侵害はない、なん

とか北朝鮮に残されている日本の人たちをふるさとに帰してあげ 

たいと思いました。国民にできる事はないのでしょうか」「90 才を過ぎてよいお話を伺いました。仲間とと

もに笑顔で仲よくしなければと心に誓いました」｢人権を大切に、一人ひとりの思いを大切にできる日本、

自分でありたいと思いました｣などの言葉が寄せられました。 

北朝鮮による拉致問題を風化させることのないよう常に心に置き、人権への理解を深めることの重要さを

感じた講演会でした。 

 

 

 川村小学校パソコン教室の児童用デスクトップパソコンを更新し、より活用の幅を広げるためにノートパ

ソコン 36 台を設置しました。また、新たにタブレットパソコンを

14 台導入しました。 

タブレットパソコンは、新しい学習機材として注目されていま

す。タブレットパソコンの画面を見ながらグループでの話し合い

学習に活用するなどして、資料の活用能力や自分の考えを相手に

伝える表現力を高めたりできます。また、電子黒板も学校の各階

に置かれます。これから、子どもたちの学習の幅がますます広が 

ります。   

 

平成 27 年（第 11 回～第 12 回・協議会） 
教育委員会の審議事項 

  

川村小学校に 3 学期からタブレットパソコンを導入！ 

ne5 年度全国学力学習状況調査結果 

「人権講演会」が開催されました 

○第 11 回（11 月 24 日） 

・教育長報告他  

○協議会（11 月 24 日） 

・山北町立小・中学校スクールバス利用に関する要綱の

制定について 

・山北町幼保連携型認定こども園開設推進会議の進捗状

況について 

・構造改革特別区域（教育特区）の進捗状況について 

・平成 27 年度山北町人権講演会について 

・ＬＩＶＥ ＩＮ 山北 2015 について 

・平成 28 年山北町成人式実施計画について 

○第 12 回（12 月 17 日）  

・教育長報告 

・山北町立小・中学校の通学路に関する要綱の制定に

ついて 

・山北町通学路交通安全推進委員会運営要綱の制定に

ついて  

○協議会（12 月 17 日）  

・第 37 回丹沢湖ハーフマラソン大会 

の結果について 

 

 

＜新たに導入したタブレットパソコン＞ 


